
 

 

 

 

「野木町 町民アンケート」実施結果 

 

・町政アンケート 

・人権・男女共同参画アンケート 

・中学２年生（人権・男女共同参画アンケート） 

 
（実施期間） 

 
       （令和元年）           （令和２年） 

2019 年 12 月 18 日 ～ 2020 年 1 月 20 日 

 

 

 

■野木町 総合政策部 政策課 政策係 
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町政アンケート調査概要 
（１）調査の目的 

本アンケート調査は、今後の野木町のまちづくりに、町民の意向や要望を活かしていくため、 
その基礎資料のひとつとして活用することを目的とする。 

 
（２）調査の方法 

調査方法は、以下のとおりとした。 
 

●アンケート調査の方法 

調査時期 
令和 元 年 12 月  
（アンケート回収の最終〆切 令和２年１月２０（月） 

調査方法 
郵送による発送と回収  
（中学生２年生については、学校を通じて実施） 

調査地区 野木町全域 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
 

     ※ 全世代において、病気・障がい等で記入できない場合はご家族による回答でも可。 

 

（３）調査の内容 

調査内容は、以下のとおりとした。 
 

●アンケート調査の内容 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査対象 

世代別内訳 対象者数 

中学２年生 １９３ 

16 歳～29 歳 ３３１ 

30 歳代 ４１６ 

40 歳代 ４１６ 

50 歳代 ４１６ 

60 歳代 ５４６ 

70 歳代 ４０６ 

80 歳以上 ２７６ 

                   【合計】 3,000 

設        問 

Ⅰ あなたのことについて Ⅶ 町の政策について 

Ⅱ 町の住環境等について Ⅷ 情報化社会への対応について 

Ⅲ 野木町からの情報の取得について Ⅸ デジタル化の取り組みについて 

Ⅳ あなたと地域の繋がりについて Ⅹ 市町村合併について 

Ⅴ 協働のまちづくりについて 自由意見 

Ⅵ 町の土地利用等について  

対象者数は野木町の 

人口構成比率による。 

 



- 2 - 

 

（４）回収結果 

回収結果は、以下のとおりである。 

 

●アンケート調査の回収結果   

配布数 3,000 件 有効回収数 1,165 件 回収率 38.8% 

 

■Ⅰ あなたのことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※比率は全て百分率（％）で表し、小数点以下第二位を四捨五入し算出しているため合計が 100％にならな

い場合があります。 

※複数回答については、回答者数を基数として百分率（％）で示しています。したがって、合計値は 100％

にならない場合もあります。 

 

 

14.7%（171件）

4.9%（57件）

8.6%（100件）

10.2%（119件）

14.4%（168件）

20.9%（244件）

16.4%（191件）

8.7%（101件）

1.2%（14件）

0% 10% 20% 30%

中学２年生

16～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

●年齢別回答割合

19.6%（228件）

5.1%（59件）

10.5%（122件）

6.9%（80件）

3.7%（43件）

6.5%（76件）

1.3%（15件）

17.7%（206件）

12.8%（149件）

7.1%（83件）

2.2%（26件）

2.7%（32件）

2.1%（25件）

1.8%（21件）

0% 5% 10% 15% 20%

友沼

松原

新橋

野木

野渡

南赤塚

中谷

丸林東

丸林西

潤島

若林

佐川野

川田

無回答

●地域別回答割合

全体(ｎ=1,165)

全体(ｎ=1,165) 
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町政アンケート調査結果 

■Ⅱ 町の住環境について 

【設問１】 野木町の全体的な住みやすさについてどう思いますか。 
（○は１つ） 

 

 

 

①「まあまあ住みやすい」：60.9％ 

②「非常に住みやすい」：15.5% 

③「どちらともいえない」：14.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●野木町の住みやすさについて 

15.5%（180件）

60.9%（709件）

14.3%（167件）

4.5%（53件）

1.5%（17件）

3.3%（39件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

非常に住みやすい

まあまあ住みやすい

どちらともいえない

やや住みにくい

非常に住みにくい

無回答
全体(ｎ=1,165)
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【設問２】 お住まいの地区をとりまく住環境やインフラの整備の状況について、 
どのように評価していますか。１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.9%

19.7%

9.6%

8.0%

12.4%

4.9%

16.5%

3.0%

6.8%

5.0%

7.0%

5.0%

5.8%

7.2%

17.5%

4.8%

4.1%

28.2%

21.1%

20.9%

19.5%

26.5%

11.2%

25.8%

7.2%

19.7%

13.0%

13.0%

12.2%

14.8%

16.3%

27.6%

12.2%

9.6%

42.7%

50.6%

45.0%

55.7%

36.2%

65.8%

41.0%

52.1%

49.3%

65.0%

52.7%

56.7%

50.9%

61.1%

44.2%

59.5%

52.3%

8.5%

4.7%

18.2%

12.8%

17.6%

9.4%

12.4%

18.0%

17.0%

11.1%

15.6%

17.3%

20.6%

10.5%

6.7%

16.1%

23.7%

1.2%

1.5%

4.6%

1.8%

5.5%

2.0%

1.9%

9.7%

3.7%

3.1%

8.3%

4.2%

5.3%

2.6%

2.1%

3.9%

7.9%

1.6%

2.3%

1.7%

2.2%

1.7%

6.8%

2.5%

10.0%

3.6%

2.8%

3.3%

4.5%

2.6%

2.3%

2.0%

3.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に良い やや良い 普 通 やや悪い 非常に悪い 無回答

ア．ごみの回収

イ．家庭排水の処理

ウ．周辺道路の整備状況

エ．防犯や風紀の状況

オ．買い物の便利さ

カ．生涯学習のサービス

キ．鉄道(JR)の利便性

ク．デマンドタクシーの利便性

ケ．公園や遊び場の広さや整備の充実度

コ．自動車その他の騒音や振動への対策

サ．住まい周辺の悪臭への対策

シ．高齢者サービスの充実による老後の安心

ス．医療施設の充実

セ．近所の人々のつきあい

ソ．日あたりや風通し

タ．近所の川や水路のきれいさ

チ．犬や猫のフン公害への対応

●住環境やインフラの整備の状況についての評価 

（非常に良いとやや良いと回答した割合） 

①「ア．ごみの回収」：46.1％ 

 （「非常に良い」：17.9％、「やや良い」：28.2％） 

②「ソ．日あたりや風通し」：45.1％ 

 （「非常に良い」：17.5％、「やや良い」：27.6％） 

③「キ．鉄道(JR)の利便性」：42.3% 

 （「非常に良い」：16.5％、「やや良い」：25.8％） 

（非常に悪いとやや悪いと回答した割合） 

①「チ．犬や猫のフン公害への対応」：31.6％ 

 （「非常に悪い」：7.9％、「やや悪い」：23.7％） 

②「ク．デマンドタクシーの利便性」：27.7％ 

 （「非常に悪い」：9.7％、「やや悪い」：18.0％） 

③「ス．医療施設の充実」：25.9% 

 （「非常に悪い」：5.3％、「やや悪い」：20.6％） 
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●住みやすい町の重要度 

①「オ．買い物の便利さ」：23.6% 

②「エ．防犯や風紀の状況」：21.8% 

③「ス．医療施設の充実」：20.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●住みやすいまちにするために重視すること 

19.7%（229件）

7.6%（89件）

16.1%（187件）

21.8%（254件）

23.6%（275件）

5.8%（68件）

14.8%（172件）

10.9%（127件）

10.8%（126件）

7.6%（89件）

11.9%（139件）

18.1%（211件）

20.7%（241件）

7.6%（88件）

8.2%（96件）

9.4%（109件）

10.4%（121件） 50.9%（593件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ア．ごみの回収

イ．家庭排水の処理

ウ．周辺道路の整備状況

エ．防犯や風紀の状況

オ．買い物の便利さ

カ．生涯学習のサービス

キ．鉄道(JR)の利便性

ク．デマンドタクシーの利便性

ケ．公園や遊び場の広さや整備の充実度

コ．自動車その他の騒音や振動への対策

サ．住まい周辺の悪臭への対策

シ．高齢者サービスの充実による老後の安心

ス．医療施設の充実

セ．近所の人々のつきあい

ソ．日あたりや風通し

タ．近所の川や水路のきれいさ

チ．犬や猫のフン公害への対応

無回答

全体(ｎ=1,165)
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■Ⅲ 野木町からの情報の取得について 

 

【設問３】 様々な情報を得る手段として有効な方法は何だと思いますか。 
（○は２つまで）    

 

●情報を得る手段として有効と思う方法 

①「テレビ」：45.2% 

②「インターネット（スマートフォン、タブレット含む）」：45.1% 

③「県や町の広報誌」：43.5% 

 
 

【設問４】 インターネットを利用して町のホームページ、フェイスブックまたはツイッターを見たことがありますか。
（○は１つ） 

 

●町のホームページ、ＳＮＳの閲覧経験 

①「ある」：47.4% 

②「ない」：42.3% 

③「パソコン等を保有していない」：8.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.2%（527件）

3.8%（44件）

3.2%（37件）

15.5%（181件）

0.9%（11件）

43.5%（507件）

31.2%（364件）

45.1%（525件）

0.9%（10件）

0.9%（10件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テレビ

ラジオ

ケーブルテレビ

新聞

雑誌

県や町の広報誌

回覧板

インターネット

（スマートフォン、タブレット…

その他

無回答

インターネット（スマートフォン、
タブレット含む）

全体(ｎ=1,165)

47.4%（552件）

42.3%（493件）

8.4%（98件）

1.9%（22件）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ある

ない

パソコン等を保有していない

無回答 全体(ｎ=1,165)
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【設問５】 所得税の申告や行政申請などを、インターネットを介して利用したことがありますか。 
または利用したいと思いますか。（○は１つ） 

   

●行政申請などのインターネット利用経験と利用意向 

①「今はないが、将来は利用したい」：46.0% 

②「利用したいと思わない」：41.9% 

③「ある」：9.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【設問６】 町からの情報でもっと詳しく知りたいものは何ですか。 

（○は３つまで） 

 

●町からの情報でもっとも詳しく知りたいこと 

①「保健、医療、福祉についての情報」：54.4% 

②「安全・安心についての情報（防犯・防災についてなど）」：48.3% 

③「困ったときに利用できる相談窓口などの案内情報」：45.3% 

 

 

 

26.6%（310件）

45.3%（528件）

48.3%（563件）

21.0%（245件）

12.2%（142件）

6.0%（70件）

6.0%（70件）

54.4%（634件）

11.0%（128件）

13.6%（159件）

5.0%（58件）

8.8%（102件）

2.1%（25件）

2.7%（31件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

町政全般の情報

困ったときに利用できる相談窓口などの案内情報

安全・安心についての情報（防犯・防災についてなど）

催し物やイベントなどに関する情報

文化・学習活動やスポーツ活動の情報

各種サークル活動の情報

ボランティア活動についての情報

保健、医療、福祉についての情報

教育に関する情報

環境保護や環境汚染に関する情報

町の歴史や文化についての情報

観光やレクリエーションなどのレジャーについての情報

その他

無回答

全体(ｎ=1,165)

9.9%（115件）

46.0%（536件）

41.9%（488件）

2.2%（26件）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ある

今はないが、将来は利用したい

利用したいと思わない

無回答 全体(ｎ=1,165)
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■Ⅳ あなたと地域の繋がりについて 

【設問７】 地域の人とどのようなおつきあいをしていますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「道で会えば立ち話をする程度の相手がいる」：71.2％ 

②「ちょっとした用事を頼める相手がいる」：27.5％ 

③「共通の趣味活動をしている仲間がいる」：24.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問８－１】 ボランティア活動についておたずねします。ボランティア活動への参加に関心がありますか。 
（○は 1つ） 

 

 

①「どちらかといえばある」：31.7％ 

②「どちらともいえない」：31.3％ 

③「あまりない」：27.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●ボランティア活動への参加に関心があるか 

8.0%（93件）

31.7%（369件）

31.3%（365件）

27.7%（323件）

1.3%（15件）

0% 10% 20% 30% 40%

非常にある

どちらかといえばある

どちらともいえない

あまりない

無回答 全体(ｎ=1,165)

71.2%(830件)

27.5%（320件）

13.3%（155件）

24.1%（281件）

16.5%（192件）

19.7%（229件）

2.1%（24件）

0.7%（8件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

道で会えば立ち話をする程度の相手がいる

ちょっとした用事を頼める相手がいる

家族同様のつきあいをしている相手がいる

共通の趣味活動をしている仲間がいる

協力して地域のために活動をする仲間がいる

どれもしていない

その他

無回答

全体(ｎ=1,165)

●地域の人とどのようなおつきあいをしているか 
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【設問８－２】 ボランティア活動をしていますか。（○は 1つ） 

 

 

①「全くしたことがない」：58.5％ 

②「過去に活動をしたことがあるが、現在はしていない」：27.6％ 

③「現在、活動している」：13.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問８－３】 設問８－２で「１．現在、活動している」または「２．過去に活動をしたことがあるが、 
現在はしていない」を選択した方にお聞きします。 
ボランティア活動をはじめた主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「社会の役に立ちたかったから」：47.6％ 

②「余暇時間を有意義に使いたかったから」：21.8％ 

③「困っている人や団体から要請があったから」：20.1％ 

 

 

 

 

 

 

15.4%（73件）

21.8%（103件）

47.6%（225件）

12.9%（61件）

18.0%（85件）

20.1%（95件）

7.0%（33件）

14.0%（66件）

12.7%（60件）

4.0%（19件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分の人間性を高めたかったから

余暇時間を有意義に使いたかったから

社会の役に立ちたかったから

友人や知人を増やしたかったから

趣味や特技を活かしたかったから

困っている人や団体から要請があったから

講座・講演会等をきっかけに興味を持ったから

ボランティア団体から要請があったから

その他

無回答

全体(ｎ=473)

●ボランティア活動をしているか 

●ボランティア活動をはじめた理由 

13.0%（151件）

27.6%（322件）

58.5%（682件）

0.9%（10件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

現在、活動している

過去に活動をしたことがあるが、現在はしていない

全くしたことがない

無回答 全体(ｎ=1,165)
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【設問８－４】 設問８－２「２．過去に活動をしたことがあるが、現在はしていない」または「３．全くしたことがない」 
を選択した方にお聞きします。 
ボランティア活動をしていない主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

  

 

①「時間的な余裕がないから」：48.7％ 

②「始めるきっかけがないから」：29.0％ 

③「体力に自信がないから」：26.4% 

 

 

 

 

 

 

  

9.7%（97件）

48.7%（489件）

26.4%（265件）

12.1%（121件）

1.5%（15件）

2.6%（26件）

29.0%（291件）

17.6%（177件）

12.4%（124件）

3.9%（39件）

11.6%（116件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経済的な負担が伴うから

時間的な余裕がないから

体力に自信がないから

一緒に活動する人がいないから

家族の理解が得られないから

勤務先の理解が得られないから

始めるきっかけがないから

ボランティアに関する情報が得られないから

興味がないから

その他

無回答

全体(ｎ=1,004)

●ボランティア活動をしていない主な理由 
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■Ⅴ 協働のまちづくりについて 

【設問９】 協働のまちづくりを進めるうえで、町民自身が担う役割についてどう思いますか。 
（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに○） 

 

 

【ア～ソの項目で選択の一番多かった項目】※図の中で太枠になっている項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.0%

14.7%

6.2%

4.4%

7.1%

3.7%

4.6%

7.6%

8.0%

11.9%

4.9%

4.0%

5.3%

5.1%

4.7%

62.9%

63.5%

54.9%

57.3%

67.5%

30.3%

43.8%

65.8%

52.9%

58.2%

45.0%

35.9%

58.0%

51.6%

43.5%

19.8%

18.9%

34.7%

35.5%

21.9%

62.9%

48.4%

22.8%

35.1%

25.8%

46.1%

55.8%

32.8%

39.1%

47.9%

3.3%

2.9%

4.2%

2.8%

3.5%

3.1%

3.2%

3.7%

4.0%

4.0%

4.0%

4.3%

3.9%

4.2%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町民が主体的に取り組むべき
町民と行政が連携して取り組むべき
行政が中心となって取り組むべき
無回答

ア．身近な道路や公園・緑地などの清掃活動や管理活動

イ．ごみの減量を促す活動やリサイクル活動

ウ．環境の保全を図る活動や美化、緑化を進める活動

エ．防災や災害救援の活動

セ．男女共同参画を推進し、啓発する活動

オ．交通安全や防犯などの地域の安全を図る活動

ソ．観光資源の保全・活用を図る活動

カ．保健、医療や福祉の増進を図る活動

キ．高齢者等の介護を支援する活動

ス．まちづくりを進めるプランを策定する活動

ク．子どもや青少年の健全育成を図る活動

シ．国外及び国内他地域との交流を推進する活動

ケ．生涯学習の推進を図る活動

コ．芸術文化やスポーツの振興を図る活動

サ．学校教育の充実を図る活動

●協働のまちづくりを進めるうえで、町民自身が担う役割 

町民と行政が連携して取り組むべき：10 件 

①オ．交通安全や防犯などの 

地域の安全を図る活動 …67.5％ 

②ク．子どもや青少年の健全育成を図る活動 

…65.8％ 

③イ．ごみの減量を促す活動や 

リサイクル活動 …63.5% 

 

行政が中心となって取り組むべき：5 件 

①カ．保健、医療や福祉の増進を図る活動 

            …62.9％ 

②シ．国外及び国内他地域との 

交流を推進する活動 …55.8％ 

③キ．高齢者等の介護を支援する活動 

  …48.4% 
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■Ⅵ 町の土地利用等について 

【設問１０】 野木町の土地利用についておたずねします。野木町におけるこれからの土地利用のあり方について、 
どのようにしていくべきだと思いますか。（○は 1つ） 

 

 

①「自然環境の保全は必要だが、町の活性化を図る開発など 

については転換を進めていく（都市的土地利用の促進）」：62.8％ 

②「現状のままでよい」：19.7％ 

③「自然環境（農地や森林）を保全するため、住宅地や商業地などへの 

開発を厳しく規制していく」：11.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１０－２】 野木町におけるこれからの商業地等のあり方について、どのようにしていくべきだと 
思いますか。（○は２つまで） 

 

 

①「野木駅周辺など、町の中心部の活性化を図る」：51.8％ 

②「町内の主要な道路沿いには、大型店舗などの誘致を図る」：41.3％ 

③「各地域にねざした店舗や商店の活性化を図る」：28.0% 

 

 

  

51.8%(604件)

41.3%（481件）

28.0%（326件）

18.3%（213件）

20.2%（235件）

3.3%（38件）

2.9%（34件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

野木駅周辺など、町の中心部の活性化を図る

町内の主要な道路沿いには、大型店舗などの誘致を図る

各地域にねざした店舗や商店の活性化を図る

住宅地の周辺にコンビニエンスストアなどの店舗があればよい

移動販売や宅配サービスなどを行う店舗の充実を図る

その他

無回答

全体(ｎ=1,165)

●野木町の土地利用について 

●野木町の商業地等のあり方について 

11.6%（135件）

62.8%（732件）

19.7%（229件）

2.2%（26件）

3.7%（43件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然環境（農地や森林）を保全するため、住宅地や

商業地などへの開発を厳しく規制していく

自然環境の保全は必要だが、町の活性化を図る開

発などについては転換を進めていく（都市的土地…

現状のままでよい

その他

無回答

自然環境（農地や森林）を保全するため、住宅地や

商業地などへの開発を厳しく規制していく

自然環境の保全は必要だが、町の活性化を図る

開発などについては転換を進めていく

（都市的土地利用の促進）

全体(ｎ=1,165)
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【設問１１】 魅力ある町の風景についておたずねします。あなたにとって魅力ある野木町の風景は 
どんなところですか。（○は２つまで） 

 

 

①「河川（思川・渡良瀬遊水地等）」：40.0％ 

②「文化財（野木町煉瓦窯や社寺等）」：37.7％ 

③「ひまわり畑」：28.8% 

 

 

【設問１１－２】 魅力ある野木町の風景づくりのためには、何が重要だと思いますか。 
（○は２つまで） 

 

 

①「市街地の整備（美しい街並みづくりの工夫）」：59.1％ 

②「平地林や河川など自然環境の保全・活用」：48.1％ 

③「歴史資源の活用（文化財や神社など）」：26.4% 

 

 

 

 

  

40.0%（466件）

24.1%（281件）

12.8%（149件）

37.7%（439件）

23.4%（273件）

28.8%（335件）

2.7%（31件）

2.6%（30件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

河川（思川・渡良瀬遊水地等）

田園

平地林

文化財（野木町煉瓦窯や社寺等）

公園や街路

ひまわり畑

その他

無回答

全体(ｎ=1,165)

59.1%（689件）

23.3%（271件）

48.1%（560件）

26.4%（308件）

9.1%（106件）

3.3%（39件）

2.4%（28件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市街地の整備（美しい街並みづくりの工夫）

農地利用の促進（計画的な優良農地の保全）

平地林や河川など自然環境の保全・活用

歴史資源の活用（文化財や神社など）

広告物や看板などの撤去・規制

その他

無回答
全体(ｎ=1,165)

●魅力ある野木町の風景はどんなところか 

●魅力ある野木町の風景づくりのために重要こと 
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■Ⅶ 町の政策について 

【設問１２】 現在進めている野木町の重点政策課題についておたずねします。 
『安全・安心のまちづくり』について、特に進めるべきと考えるものは何ですか。 
（○は 3つまで） 

 

 

①「防犯対策の強化（街路灯・防犯灯・防犯カメラの設置など）」：49.0％ 

②「防災施設や設備などの充実」：38.6％ 

③「災害時の効果的な情報発信（防災行政無線や携帯端末等の有効活用）」：34.0% 

 

 

  

38.6%（450件）

11.1%（129件）

34.0%（396件）

13.0%（152件）

25.4%（296件）

30.9%（360件）

49.0%（571件）

11.2%（130件）

22.0%（256件）

12.9%（150件）

8.2%（95件）

15.1%（176件）

2.1%（24件）

1.9%（22件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

防災施設や設備などの充実

住宅の耐震化の推進

防災体制の充実（野木分署や消防団、

自主防災組織などとの連携強化）

災害時の効果的な情報発信（防災行政無線や

携帯端末等の有効活用）

災害発生時における減災及び救助体制の確立

地産地消の推進（安全で新鮮な農産物の提供）

社会的弱者の見守り・支援体制の強化（子どもや高齢者、

要配慮者などの見守りネットワーク）

防犯対策の強化（街路灯・防犯灯・防犯カメラの設置など）

地域住民と連携した児童生徒の安全確保

インフラ整備（道路や歩道など）

その他

ごみのリサイクル・分別の促進

ライフラインの整備（上水道や下水道施設など）

無回答
全体(ｎ=1,165)

●『安全・安心のまちづくり』について、特に進めるべきと考えるもの 
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【設問１２－２】 現在進めている野木町の重点政策課題についておたずねします。 
 『少子高齢化対策』について、特に進めるべきと考えるものは何ですか。 
（○は 3つまで） 

 

 

①「高齢者に対する生活支援・介護予防施策の拡充」：37.3％ 

②「保育所や学童保育の充実」：33.0％ 

③「１８歳までのこども医療費助成の継続」：31.8％ 

 

 

 

 

 

  

33.0%（384件）

31.1%（362件）

10.2%（119件）

13.7%（160件）

6.8%（79件）

11.3%（132件）

31.8%（370件）

26.7%（311件）

12.7%（148件）

5.8%（67件）

11.5%（134件）

37.3%（435件）

19.3%（225件）

10.0%（117件）

2.7%（31件）

2.4%（28件）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育所や学童保育の充実

休日保育や延長保育、病児保育など、多様な保育サービス…

障がい児・者への支援施策の拡大

虐待防止対策の充実

子育てサークルへの支援

地域子育て支援拠点事業の利用促進（子育て世代の相談・…

１８歳までのこども医療費助成の継続

結婚・妊娠・出産に対する支援事業の充実

「若者の出会い応援」事業などの充実

妊婦・乳幼児健診や子育て相談事業などの充実

学校施設の改修や設備の更新

高齢者に対する生活支援・介護予防施策の拡充

地域全体で助け合える体制づくり

住宅のバリアフリー化や、公共施設のユニバーサルデザイン…

その他

無回答

地域子育て支援拠点事業の利用促進

（子育て世代の相談・交流の場づくり事業）

休日保育や延長保育、病児保育など、

多様な保育サービスの充実

住宅のバリアフリー化や、公共施設の

ユニバーサルデザイン化の推進

全体(ｎ=1,165)

●『少子高齢化対策』について、特に進めるべきと考えるもの 
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①「野木駅周辺の活性化」：44.2％ 

②「大型店舗（ショッピングモール）等の誘致」：34.5％ 

③「地域内雇用の創出・確保」：27.1％ 

 

 

 

 

  

21.5%（250件）

27.1%（316件）

19.1%（223件）

34.5%（402件）

16.7%（194件）

4.5%（53件）

7.5%（87件）

44.2%（515件）

12.7%（148件）

5.5%（64件）

4.4%（51件）

1.6%（19件）

8.9%（104件）

24.1%（281件）

9.4%（110件）

3.3%（39件）

8.9%（104件）

3.9%（45件）

3.1%（36件）

2.1%（24件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

農業後継者への支援充実

地域内雇用の創出・確保

大学や専門学校、研究機関等の誘致

大型店舗（ショッピングモール）等の誘致

道の駅の新設

宿泊研修が可能な複合施設の整備

野木町煉瓦窯周辺整備による活性化

野木駅周辺の活性化

イベントの拡大・充実による観光振興（ひまわりフェスティ…

観光果樹・農園等の整備

観光ＰＲの充実（観光案内所の整備や観光ルート・観光…

観光客の受け入れ体制の充実（観光ボランティアガイドの…

町のイメージアップの推進（花と緑いっぱい運動など）

町内への定住促進施策の展開（空き家バンクの活用・若…

新たな「野木ブランド」の創出

協働のまちづくりの推進（ボランティア活動やNPO活動など）

平地林の利活用

マスコットキャラクターの活用

その他

無回答

町内への定住促進施策の展開（空き家バンクの活用・

若者の出会い応援事業の実施等）

観光ＰＲの充実（観光案内所の整備や

観光ルート・観光マップの作成など）

全体(ｎ=1,165)

観光客の受け入れ体制の充実

（観光ボランティアガイドの養成など）

イベントの拡大・充実による観光振興

（ひまわりフェスティバル等）

【設問１２－３】 現在進めている野木町の重点政策課題についておたずねします。 
           『町の活性化策』について、特に進めるべきと考えるものは何ですか。 

（○は 3つまで） 

●『町の活性化策』について、特に進めるべきと考えるもの 
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【設問１３】 野木町が進めているまちづくりについて、どのように感じていますか。それぞれの項目のまちづくりに 
対する現時点の満足度について、それぞれあてはまる番号１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.7%

6.0%

6.7%

10.5%

4.5%

5.7%

5.2%

6.5%

5.5%

5.5%

4.4%

4.5%

3.8%

27.8%

20.8%

29.6%

39.0%

24.0%

28.1%

22.6%

28.2%

19.3%

26.8%

16.9%

15.8%

11.2%

49.2%

56.4%

49.0%

37.5%

41.8%

53.2%

54.8%

52.5%

61.9%

45.9%

59.7%

59.1%

61.0%

7.6%

8.2%

7.6%

7.0%

17.5%

6.4%

9.0%

6.2%

6.6%

13.6%

10.0%

11.8%

14.2%

2.7%

1.6%

1.2%

1.5%

6.4%

1.1%

3.0%

1.2%

1.4%

3.1%

2.3%

3.0%

4.2%

6.1%

7.0%

5.9%

4.5%

5.7%

5.5%

5.4%

5.3%

5.3%

5.1%

6.7%

5.8%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している 一応満足している どちらともいえない やや不満である 不満である 無回答

教育のまち・学校教育の充実、生涯学習の推進、

読書のまちの推進

結婚・妊娠・出産・子育てのまち・

結婚・妊娠・出産の総合支援、子育て支援

快適なまち・都市計画の推進、生活環境の充実、

交通ネットワークの整備

文化のまち・文化の進行、文化財の保全・利活用

福祉のまち・高齢者福祉の充実、社会福祉の充実

自然が豊かなまち・花と緑いっぱい運動、自然環境の保全、

渡良瀬遊水地の保全・利活用

リサイクルのまち・循環型社会の形成、

クリーンエネルギーの普及

健康のまち・保健医療体制の充実、生涯スポーツの振興

ふれあいのまち・コミュニティ活動の促進、ふれあい拠点づくり

安全安心のまち・防災対策、防犯対策、交通安全対策

産業振興のまち・農業振興、工業振興、商業振興、雇用対策

観光のまち・観光振興、野木ブランドの創出

情報のまち・ICT環境の構築、情報ネットワークの整備

●野木町のまちづくりについての満足度 

（満足していると一応満足していると回答した割合） 

①「自然が豊かなまち・花と緑いっぱい運動、 
自然環境の保全、渡良瀬遊水地の保全・利活用」 

…49.5％ 

（満足している：10.5％、一応満足している：39.0％） 
②「文化のまち・文化の進行、文化財の保全・利活用」 

…36.3％ 

（満足している：6.7％、一応満足している：29.6％） 
③「健康のまち・保健医療体制の充実、 

生涯スポーツの振興」 …34.7％ 

（満足している：6.5％、一応満足している：28.2％） 

（不満とやや不満と回答した割合） 

①「快適なまち・都市計画の推進、 
生活環境の充実、交通ネットワークの整備」 

…23.9％ 

（不満：6.4％、やや不満：17.5％） 
②「情報のまち・ICT環境の構築、 

情報ネットワークの整備」 …18.4％ 

（不満：4.2％、やや不満：14.2％） 
③「安全安心のまち・防災対策、 

防犯対策、交通安全対策」 …16.7% 

（不満：3.1％、やや不満：13.6％） 
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37.7%

41.9%

16.5%

26.8%

35.4%

25.2%

39.0%

28.8%

13.9%

45.4%

24.4%

13.6%

22.4%

34.8%

31.1%

32.4%

39.0%

38.8%

37.1%

35.4%

39.3%

33.6%

32.5%

36.9%

30.3%

32.2%

16.7%

17.3%

37.3%

24.1%

17.2%

28.0%

17.3%

22.1%

40.0%

14.0%

27.6%

38.6%

33.6%

1.8%

0.5%

3.9%

1.7%

0.5%

1.3%

0.9%

1.7%

3.4%

0.3%

1.8%

6.6%

2.7%

0.7%

0.4%

1.1%

0.8%

0.4%

0.7%

0.5%

0.5%

1.4%

0.3%

0.4%

3.4%

1.4%

8.2%

8.8%

8.8%

7.6%

7.7%

7.7%

7.0%

7.6%

7.7%

7.6%

8.8%

7.5%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要である やや重要である どちらともいえない あまり重要でない 重要でない 無回答

教育のまち・学校教育の充実、生涯学習の推進、

読書のまちの推進

結婚・妊娠・出産・子育てのまち・

結婚・妊娠・出産の総合支援、子育て支援

文化のまち・文化の進行、文化財の保全・利活用

自然が豊かなまち・花と緑いっぱい運動、自然環境の保全、

渡良瀬遊水地の保全・利活用

快適なまち・都市計画の推進、生活環境の充実、

交通ネットワークの整備

福祉のまち・高齢者福祉の充実、社会福祉の充実

リサイクルのまち・循環型社会の形成、

クリーンエネルギーの普及

健康のまち・保健医療体制の充実、生涯スポーツの振興

ふれあいのまち・コミュニティ活動の促進、ふれあい拠点づくり

安全安心のまち・防災対策、防犯対策、交通安全対策

産業振興のまち・農業振興、工業振興、商業振興、雇用対策

観光のまち・観光振興、野木ブランドの創出

情報のまち・ICT環境の構築、情報ネットワークの整備

●野木町のまちづくりについての重要度 

（重要である、やや重要であると回答した割合） 
①「安全安心のまち・防災対策、防犯対策、 

交通安全対策」 
…77.9％ 

（重要である：45.4％、やや重要である：32.5％） 
②「福祉のまち・高齢者福祉の充実、社会福祉の充実」 

…74.4％ 
（重要である：39.0％、やや重要である：35.4％） 

③「快適なまち・都市計画の推進、 
生活環境の充実、交通ネットワークの整備」 

…74.2％ 
（重要である：35.4％、やや重要である：38.8％） 
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■Ⅷ 情報化社会への対応について 

【設問１４】 現在、国が推進している電子自治体等への取組について、あなたが注目することをあげてください。 
（○は 2つまで） 

 

 
 

①「『５Ｇ』の運用開始による通信技術の高速化や、 

様々な分野での自動化・無人化」：38.2％ 

②「マイナンバーカードの普及による行政手続きの簡素化」：35.2％ 

③「日常生活において、ＡＩやロボット技術の導入による快適な社会の形成」：29.0％ 

 

■Ⅸ デジタル化の取り組みについて 

【設問１５】 デジタル化（『５Ｇ』、『ソサエティ５．０』等）の進む社会の中で、今後町が優先的に取り組むべき 
先進的技術はどのようなものがよいと考えますか。（○は 2つまで） 

 

 

①「公共施設の Wi-Fi 環境の整備」：46.3％ 

②「学校教育における ICT の充実・推進」：35.8% 

③「公共施設での AI（人工知能）や 

RPA（人工知能等を搭載したロボット）の導入」：29.2％ 

 

 

 

35.2%（410件）

28.6%（333件）

29.0%（338件）

38.2%（445件）

4.1%（48件）

10.2%（119件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

マイナンバーカードの普及による行政手続きの

簡素化

スマート自治体の実現（ＡＩやロボット技術の

導入）

日常生活において、ＡＩやロボット技術の導入

による快適な社会の形成

『５Ｇ』の運用開始による通信技術の高速化や、

様々な分野での自動化・無人化

その他

無回答

『５Ｇ』の運用開始による通信技術の高速化や、

様々な分野での自動化・無人化

日常生活において、ＡＩやロボット技術の導入

による快適な社会の形成

スマート自治体の実現（ＡＩやロボット技術の導入）

マイナンバーカードの普及による行政手続きの簡素化

全体(ｎ=1,165)

29.2%（340件）

46.3%（539件）

18.8%（219件）

13.6%（158件）

35.8%（417件）

3.2%（37件）

10.4%（121件）

0% 20% 40% 60% 80%

公共施設でのAI（人工知能）やRPA

（人工知能等を搭載したロボット）の導入

公共施設のWi-Fi環境の整備

公共施設でのキャッシュレス化の推進

マイナンバーカードの普及推進

学校教育におけるICTの充実・推進

その他

無回答
全体(ｎ=1,165)

●国が推進している電子自治体等への取組について、注目すること 

●今後町が優先的に取り組むべき先進的技術 
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■Ⅹ 市町村合併について 

【設問１６】 市町村合併についておたずねします。野木町と他の市町村との合併について、今後どのようにする 
ことが良いと思いますか。（○は 1つ） 

 

 

 

①「合併しないほうが良い」：57.2％ 

②「分からない」：23.4％ 

③「合併したほうが良い」：17.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１７】 （設問１６で「１．合併した方が良い」を選択した方にお聞きします） 
        市町村合併について、野木町がどの市町と合併することが望ましいと思いますか。 

（○は 1つ） 

 

 

 

①「小山市」：66.2％ 

②「古河市」：27.4％ 

③「栃木市」：4.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●野木町と他の市町村との合併について 

●希望する市町村合併先（合併した方が良いと思う人のみ） 

17.3%（201件）

57.2%（666件）

23.4%（273件）

2.1%（25件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

合併した方が良い

合併しない方が良い

分からない

無回答 全体(ｎ=1,165)

66.2%（133件）

4.0%（8件）

27.3%（55件）

1.5%（3件）

1.0%（2件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小山市

栃木市

古河市

その他

無回答 全体(ｎ=201)
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【設問１８】 （設問１６で「１．合併した方が良い」を選択した方にお聞きします） 
        市町村合併については、一般的に次のようなメリット・効果があると考えられています。 

あなたのお考えに近いものに○印を付けてください。（○は 2つまで） 

 

 

①「財政規模が拡大し、小規模な財政ではできない施設や、 

行政サービスが受けられる」：44.8％ 

①「合併した市町村の各種の施設が利用できるなど、 

住民の利便性が向上する」：44.8％ 

③「道路や公共施設の整備など広域的な視点にたったまちづくりができる」：31.8％ 

 

 

 

【設問１９】 （設問１６で「２．合併しない方が良い」を選択した方にお聞きします） 
市町村合併については、一般的に次のようなデメリット・悪影響があると考えられています。 
あなたのお考えに近いものに○印を付けてください。（○は 2つまで） 

 

 

①「規模が大きくなることで住民の声が届きにくくなる」：70.0％ 

②「役所が遠くなり、不便になる」：38.1％ 

③「それぞれの地域の歴史や文化、伝統が失われてしまう」：35.0％ 

 

 
 

28.4%（57件）

44.8%（90件）

44.8%（90件）

31.8%（64件）

22.9%（46件）

6.0%（12件）

1.0%（2件）

2.0%（4件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

小規模な市町村に比べると、各種の専門職の採用など

により組織力の拡充ができる

財政規模が拡大し、小規模な財政ではできない

施設や、行政サービスが受けられる

合併した市町村の各種の施設が利用できるなど、

住民の利便性が向上する

道路や公共施設の整備など広域的な視点に

たったまちづくりができる

無回答

合併にともない管理部門の統合など効率的な行政

運営ができるようになる

わからない

その他

全体(ｎ=201)

70.0%（466件）
38.1%（254件）

16.4%（109件）

35.0%（233件）

12.6%（84件）

2.1%（14件）

1.8%（12件）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

規模が大きくなることで住民の声が届きにくくなる

役所が遠くなり、不便になる

統廃合により小中学校が少なくなってしまう

それぞれの地域の歴史や文化、伝統が失われて…

その他

分からない

無回答

それぞれの地域の歴史や文化、伝統が失われてしまう

全体(ｎ=666)

●合併のメリット（合併した方が良いと思う人のみ） 

●合併のデメリット（合併しない方が良いと思う人のみ） 
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自由意見 

 ※意見が同様であったものを抜粋（5人以上のもの） 

 

・本屋をつくってほしい。（27件） 

・大型商業店舗を誘致してほしい。（17件） 

・道路の凸凹や、公園の草刈りなど、インフラ整備をしっかりしてほしい。（13 件） 

・街灯を増やしてほしい。（9件） 

・ゴミの分別が大変なので、簡素化してほしい。（7件） 

・駅周辺に商業店舗などを増やし、活性化してほしい。（6件） 

・町内循環バスを整備してほしい。（6件） 

・家畜のにおいがひどい。（5件） 

・高齢者に対する支援などを充実させてほしい。（5件） 

 

※この他、多数自由意見を頂きました。 

 
・以上のご意見を参考として、今後のまちづくりや 
政策の指針に反映させてまいります。 

 

 

 ○ご協力ありがとうございました。 
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人権・男女共同参画アンケート調査概要 
（１）調査の目的 

本アンケート調査は、第 3 次野木町人権施策推進基本計画及び第 3次野木町男女共同参画プラ
ンを策定するにあたり、計画策定のための、貴重なご意見として参考とすることを目的に実施いた
しました。 

 
（２）調査の方法 

調査方法は、以下のとおりとした。 
 

●アンケート調査の方法 

調査時期 
令和元年 12 月  
（アンケート回収の最終〆切 令和２年１月 20 日） 

調査方法 郵送による発送と回収  

調査地区 野木町全域 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
 
※ 全世代において、本人が記入できない場合はご家族による回答でも可 

 

 

（３）調査の内容 

調査内容は、以下のとおりとした。 
 

●アンケート調査の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象 

世代別内訳 対象者数 

16 歳～２９歳 ３３１ 

30 歳代     ４１６ 

40 歳代 ４１６ 

50 歳代 ４１６ 

60 歳代 ５４６ 

70 歳代 ４０６ 

80 歳以上 ２７６ 

                   【合計】 ２,８0７ 

設問   人権アンケート 男女共同参画アンケート 

Ⅰ 人権に対する考え・意識について Ⅰ 男女平等に関する意識について 

Ⅱ さまざまな人権問題について Ⅱ 仕事について 

Ⅲ 人権尊重社会の実現のための取組について Ⅲ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

 Ⅳ 女性の活躍推進について 

 Ⅴ 配偶者や恋人からの暴力について 

 Ⅵ 男女共同参画社会の実現にむけて 

自由意見 自由意見 

対象者数は野木町の 

人口構成比率による。 
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（４）回収結果 

回収結果は、以下のとおりである。 

 

●アンケート調査の回収結果   

配布数 2,807 件 回収数 994 件 回収率 35.4% 

※ 最終集計は令和 2年 1月 20日現在 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※比率は全て百分率（％）で表し、小数点以下第二位を四捨五入し算出しているため合計が 100％にならな

い場合があります。 

※複数回答については、回答者数を基数として百分率（％）で示しています。したがって、合計値は 100％

にならない場合もあります。 

0% 10% 20% 30%

16～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

●年齢別回答割合 

5.7% (57件) 

10.1%(100件) 

12.0%(119件) 

16.9%(168件) 

24.5% (244件) 

19.2%(191件) 

10.2%(101件) 

1.4%(14件) 

●地域別回答割合 

0% 5% 10% 15% 20%

友沼

松原

新橋

野木

野渡

南赤塚

中谷

丸林東

丸林西

潤島

若林

佐川野

川田

無回答

18.7%(186件) 

5.1%(51件) 

12.1%(120件) 

6.4% (64件) 

3.9%(39件) 

6.5%(65件) 

1.3% (13件) 

17.5%(174件) 

12.4%(123件) 

6.7%(67件) 

2.2%(22件) 

3.1%(31件) 

2.3%(23件) 

1.6%(16件) 

全体（n＝994） 

全体 n＝（994） 
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8.6%

1.6%

3.6%

5.1%

16.1%

10.1%

16.7%

16.3%

21.5%

5.7%

3.8%

11.9%

9.7%

16.3%

25.7%

15.8%

9.4%

43.5%

25.8%

30.4%

41.9%

48.8%

50.7%

44.1%

45.6%

42.3%

30.0%

25.3%

48.5%

46.1%

51.6%

36.4%

30.0%

38.8%

30.0%

47.6%

43.9%

34.3%

18.5%

20.0%

16.4%

14.7%

13.9%

32.2%

32.4%

13.9%

18.5%

11.8%

13.1%

18.3%

25.7%

8.1%

13.4%

10.6%

8.1%

6.2%

5.4%

4.3%

4.3%

4.0%

8.6%

11.3%

3.9%

4.6%

3.9%

4.1%

6.7%

6.9%

4.3%

5.3%

5.2%

4.5%

4.5%

7.5%

11.8%

13.1%

11.7%

17.1%

20.8%

15.1%

14.4%

10.2%

14.2%

21.9%

12.7%

5.5%

6.3%

6.3%

6.0%

5.8%

6.2%

6.7%

6.0%

6.6%

6.4%

6.4%

6.7%

6.7%

6.2%

6.5%

7.2%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常にあると思う あると思う ほとんどないと思う

ないと思う わからない 無回答

人権・男女共同参画アンケート調査結果 

■Ⅰ 人権に対する考え・意識について 

【設問１】 あなたは、現在の社会において、次のようなことがらに関する人権侵害や差別などがあると 
思いますか。（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに〇） 

 

    

（非常にあると思う、あると思うの割合）     （ほとんどないと思う、ないと思う割合） 

① 「ホームレス」：67.9％            ①「男性」：61.0％ 

（「非常にあると思う」：16.3％、「あると思う」：51.6％）   （「ほとんどないと思う」：47.6％、「ないと思う」：13.4％）  

② 「障がい者」：64.9％             ②「子ども」：54.5％ 

（「非常にあると思う」：16.1％、「あると思う」：48.8％）   （「ほとんどないと思う」：43.9％、「ないと思う」：10.6％） 

③ 「インターネットによる人権侵害」：63.8％   ③「アイヌの人々」：43.7％ 

（「非常にあると思う」：21.5％、「あると思う」：42.36％）   （「ほとんどないと思う」：32.4％、「ないと思う」：11.3％） 

④ 「北朝鮮当局による拉致問題」：62.1％     ④「高齢者」：42.4％ 

（「非常にあると思う」：25.7％、「あると思う」：36.4％）   （「ほとんどないと思う」：34.3％、「ないと思う」：8.1％） 

⑤ 「犯罪被害者及びその家族」：61.9％      ⑤「同和問題」：40.8％ 

（「非常にあると思う」：16.3％、「あると思う」：45.6％）   （「ほとんどないと思う」：32.2％、「ないと思う」：8.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．女性 

 ２．男性 

 ３．子ども 

 ４．高齢者 

 ５．障がい者 

 ６．外国人 

 ７．感染症患者等（HIV 感染者、ハン 
       セン病患者及び元患

者）  ８．犯罪被害者及びその家族 

 ９．インターネットによる人権侵害 

 10．同和問題 

 11．アイヌの人々 

 12．刑を終えて出所した人 

 13．LGBT（性的指向・性同一性障がい） 

 14.ホームレス 

15．北朝鮮当局による拉致問題 

 16．人身取引 

 17．災害に伴う人権問題 

●現在の社会において、人権侵害や差別などがあると思うか 

全体（n＝994） 
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34.5%(343件) 

44.6%(443件) 

16.0%(159件) 

3.0%(30件) 

1.9%(19件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

いつも意識している  

ときどき意識している  

あまり意識していない  

まったく意識していない 

無回答 

 

 

 

 

①「ときどき意識している」：44.6% 

②「いつも意識している」：34.5% 

③「あまり意識していない」：16.0% 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「あるかもしれない」：52.3% 

②「ない」：42.7% 

③「ある」：2.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問２】 あなたは日頃から、他人の立場を尊重するなど、他人の人権を意識しながら生活していますか。    
（○は１つ） 

【設問３】 あなたは、今までに他人の人権を侵害したことがあると思いますか。 
（○は１つ） 

2.6%(26件) 

52.3%(520件) 

42.7%(424件) 

2.4%(24件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

ある  

あるかもしれない  

ない  

無回答 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●他人の人権を意識しながら生活しているか 

●今までに他人の人権を侵害したことがあるか 
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35.3%(351件) 

62.3%(619件) 

2.4%(24件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

ある  

ない  

無回答 

【設問４】 あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことはありますか。  
（○は１つ） 

  

  

 

①「ない」：62.3% 

②「ある」：35.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問５】 『問４で「ある」に〇をつけた方』あなたの人権が侵害されたと思ったのは、どのような場所・場面 
でしたか。（あてはまるものすべてに○） 

  

 

 

①「職場」：53.0％ 

②「学校」：30.2％ 

③「地域社会」：30.2% 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

17.7%

53.0%

30.2%

30.2%

6.3%

6.6%

5.1%

3.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭

職場

学校

地域社会

町役場

福祉・医療サービス

インターネット上

その他

無回答

●人権が侵害されたと思ったのは、どのような場所・場面か 

(６２件) 

(186件) 

(106件) 

(106件) 

(22件) 

(23件) 

(18件) 

(11件) 

(10件) 

全体（n＝994） 

全体（n＝351） 

●今までに、自分の人権を侵害されたと思ったことはあるか 
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①「あらぬ噂や、他人からの悪口、かげ口を受けた場合」：54.7％ 

②「職場におけるセクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントなど 

を受けた場合」：35.6％ 

③「名誉・信用の毀損、侮辱を受けた場合」：31.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問７】 もし、あなたがご自分の人権を侵害された場合には、どのような対応をしますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「身近な人に相談する」：55.8％ 

②「相手に抗議する」：34.8％ 

③「黙って我慢する」：26.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問６】 『問４であるに〇をつけた方』あなたの人権が侵害されたと思った時は、次のどのような場合でしたか。 
（あてはまるものすべてに○） 

54.7%

31.6%

12.0%

13.4%

13.4%

20.2%

35.6%

5.1%

3.7%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あらぬ噂や、他人からの悪口、かげ口を受けた場合 

名誉・信用の毀損、侮辱を受けた場合 

公的機関による不当な取り扱いを受けた場合 

人権・信条・性別・社会的身分などで差別された場合 

地域などでの仲間はずれや無視をされた場合 

プライバシーの侵害を受けた場合 

職場におけるセクシュア・ハラスメントやパワー・ 
ハラスメントなどを受けた場合 

配偶者や恋人からの暴力を受けた場合 

その他 

無回答 

(192件) 

(111件) 

(42件) 

(47件) 

(47件) 

(71件) 

(125件) 

(18件) 

(13件) 

(8件) 

26.4%

34.8%

55.8%

2.9%

13.8%

9.3%

23.9%

12.2%

20.6%

2.2%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

黙って我慢する 

相手に抗議する 

身近な人に相談する 

議員や区長に相談する 

弁護士に相談する 

法務局や人権擁護委員に相談する 

人権に関する相談機関（人権１１０番、ＮＰＯ法人など） 
に相談する 

役場に相談する 

警察に相談する 

その他 

無回答 

(262件) 

(346件) 

(555件) 

(29件) 

(137件) 

(92件) 

(238件) 

(121件) 

(205件) 

（22件) 

(40件) 

全体（n＝351） 

全体（n＝994） 

●人権が侵害されたと思った時は、どのような場合か 

●人権を侵害された場合には、どのような対応をしますか 
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29.9%(297件) 

61.6%(612件) 

8.6%(85件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

ある  

ない  

無回答 

【設問８】 あなたは、町などが行っている人権に関する各種啓発行事に参加したり、人権問題の啓発資料や 
広報の人権に関する記事などを読んだことはありますか。（○は 1つ） 

 

 

 

 

①「ない」：61.6％ 

②「ある」：29.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ⅱ さまざまな人権問題について 

 

 
 

①「職場における男女差別（採用・昇格・賃金など）」：59.4％ 

②「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家庭」など）を押しつける場合」：57.1％ 

③「職場におけるセクシュアル・ハラスメントなど」：46.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問９】 女性に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

57.1%

59.4%

32.4%

46.4%

27.2%

27.7%

32.6%

23.0%

21.2%

1.9%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は 
家庭」など）を押しつける場合 

職場における男女差別（採用・昇格・賃金など） 

家庭内や恋愛関係における男性から女性への暴力 

職場におけるセクシュアル・ハラスメントなど 

ビデオ・雑誌・ＳＮＳ等で女性のヌード写真や映像を 
商品化することなど 

風俗営業等で強要的に働かせられること 

女性だけに用いられる言葉（呼び方など） 

男女共同参画が推進されていないこと 

意思決定する責任ある役職を任せてもらえない 

その他 

無回答 

(568件) 

(590件) 

(322件) 

(461件) 

(270件) 

(275件) 

(324件) 

(229件) 

(211件) 

(19件) 

(82件) 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●町などが行っている人権に関する各種啓発行事に参加したり、人権問題の啓発

資料や広報の人権に関する記事などを読んだことはあるか 

●女性に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合か 
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【設問１０】 子どもに関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと思いますか。  
       （あてはまるものすべてに○） 

 
 

①「仲間はずれや無視、暴力や嫌がらせなどのいじめを受けている場合」：76.4％ 

②「保護者が子どもを身体・心理・性的に虐待したり、育児を放棄したりする場合」：67.1％ 

③「いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをする場合」：61.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１１】 高齢者に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと思いますか。  
 （あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「病院や養護施設において、劣悪な処遇や虐待をする場合」：60.9％ 

②「高齢者を邪魔者扱いし、無視したりする場合」：56.8％ 

③「家庭内での看護や介護において嫌がらせや虐待をする場合」：49.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.4%

61.0%

37.7%

67.1%

38.6%

49.1%

55.6%

48.0%

3.1%

0.9%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

仲間はずれや無視、暴力や嫌がらせなどのいじめを 
受けている場合 

いじめをしている人や、いじめられている人を見て 
見ぬふりをする場合 

授業中などに、先生が騒いだ子どもをなぐるなど、 
体罰を加える場合 

保護者が子どもを身体・心理・性的に虐待したり、 

育児を放棄したりする場合 

学校や就職先の選択など、大人が子どもの意見や考え方を 
尊重しない場合 

児童買春・児童ポルノなど 
インターネットの書き込みなどで、特定の子どもが 

誹謗中傷される場合 

経済的な困窮により、子どもが学力や進学などに 
困難を抱える場合 

特に問題になるような例はないと思う 

その他 

無回答 

42.5%

32.6%

48.4%

49.5%

60.9%

56.8%

35.7%

5.1%

0.3%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(759件) 

(606件) 

(375件) 

(667件) 

(384件) 

(488件) 

(553件) 

(477件) 

(31件) 

(9件) 

(56件) 

(422件) 

(324件) 

(481件) 

(492件) 

(605件) 

(565件) 

(355件) 

(51件) 

(3件) 

(47件) 

経済的な保障が十分でない場合 

働ける能力を発揮する機会が少ない場合 

高齢者を狙った詐欺などの被害が多い場合 

家庭内での看護や介護において嫌がらせや虐待をする場合 

病院や養護施設において、劣悪な処遇や虐待をする場合 

高齢者を邪魔者扱いし、無視したりする場合 

高齢者の意見や行動を尊重しない場合 

特に問題になるような例はないと思う 

その他 

無回答 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●子どもに関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合か 

●高齢者に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合か 
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①「学校や職場の受け入れ体制が十分でない場合」：60.8％ 

②「就職で不利な扱いをする場合」：58.9％ 

③「差別的な言動をする場合」：54.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１３】 日本に居住している外国人に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと 
思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 
 

①「就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におかれている場合」：52.7％ 

②「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない場合」：50.5％ 

③「外国語による情報が少ないために、十分なサービスを受けることができない場合」：42.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１２】 障がい者に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

60.8%

58.9%

35.9%

43.7%

40.6%

54.8%

53.2%

4.4%

0.6%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(604件) 

(585件) 

(357件) 

(434件) 

(404件) 

(545件) 

(529件) 

(44件) 

(6件) 

(63件) 

学校や職場の受け入れ体制が十分でない場合 

就職で不利な扱いをする場合 

結婚問題で周囲が反対する場合 

交通機関・道路・店舗・公園などの利用が不便な場合 

アパートなどの賃貸住宅への入居が困難な場合 

差別的な言動をする場合 

じろじろ見たり、避けたりする場合 

特に問題になるような例はないと思う 

その他 

無回答 

50.5%

41.4%

52.7%

35.8%

38.1%

42.0%

16.4%

40.5%

7.8%

0.8%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(502件) 

(412件) 

(524件) 

(356件) 

(379件) 

(417件) 

(163件) 

(403件) 

(78件) 

(8件) 

(79件) 

外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が 
十分でない場合 

学校や職場の受け入れ体制が十分でない場合 

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件に 
おかれている場合 

入店を断られる店や施設がある場合 

アパートなどの賃貸住宅への入居が困難な場合 

外国語による情報が少ないために、十分なサービスを 
受けることができない場合 

選挙権がないなど、権利が制限されている場合 

外国人というだけで犯罪者のように見られる場合 

特に問題になるような例はないと思う 

その他 

無回答 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●障がい者に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合か 

●日本に居住している外国人に関することがらで、人権が守られていないのは 

どのような場合か 
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【設問１４】 インターネットによる人権侵害に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと 
思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

①「他人を誹謗中傷する表現を掲載する場合」：73.3％ 

②「個人情報の不正な取り扱いや横流し、流出などが発生している場合」：59.6％ 

③「子どもの間で、インターネットを利用した、いじめ問題が発生している場合」：56.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１５】 ＬＧＢＴ（性的指向・性同一性障がい）に関することがらで、人権が守られていないのはどのような 
場合だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 
 

①「差別的な言動をする場合」：61.8％ 

②「職場・学校において、嫌がらせをする場合」：50.0％ 

③「性的マイノリティへの理解不足」：48.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.3%

49.8%

39.3%

39.6%

56.4%

44.1%

59.6%

3.6%

0.9%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

(729件) 

(495件) 

(391件) 

(394件) 

(561件) 

(438件) 

(592件) 

(36件) 

(9件) 

(82件) 

他人を誹謗中傷する表現を掲載する場合 

差別を助長する表現を掲載する場合 

出会い系サイトなど、犯罪を誘発する場となっている場合 

捜査の対象となっている未成年の実名や顔写真を 
掲載する場合 

子どもの間で、インターネットを利用した、いじめ問題が 
発生している場合 

インターネット上にわいせつな画像や残虐な画像など、 

有害な情報を掲載する場合 
個人情報の不正な取り扱いや横流し、流出などが 

発生している場合 

特に問題になるような例はないと思う 

その他 

無回答 

61.8%

50.0%

48.0%

43.6%

45.9%

36.6%

34.3%

32.7%

8.1%

1.4%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

差別的な言動をする場合

職場・学校において、嫌がらせをする場合

性的マイノリティへの理解不足

じろじろ見たり、避けたりする場合

就職・職場で不利な扱いをする場合

アパートなどの入居を拒否する場合

宿泊を拒否する場合

店舗などへの入店や施設利用を拒否する場合

特に問題になるような例はないと思う

その他

無回答

(614件) 

(497件) 

(477件) 

(433件) 

(456件) 

(364件) 

(341件) 

(325件) 

(81件) 

(14件) 

(90件) 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●インターネットによる人権侵害に関することがらで、人権が守られていないのは 

どのような場合か 

●ＬＧＢＴ（性的指向・性同一性障がい）に関することがらで、人権が守られていない

のはどのような場合か 
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①「結婚問題で周囲が反対する場合」：54.5％ 

②「差別的な言動をする場合」：50.3％ 

③「就職・職場で不利な扱いをする場合」：47.2％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１７】 同和問題を解決するためにどのようなことが必要だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「同和問題を解決するための教育・啓発広報活動を推進する」：54.8％ 

②「えせ同和行為を排除する」：40.0％ 

③「同和問題にかかる人権相談、電話相談を充実する」：34.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１６】 同和問題に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

54.5%

47.2%

50.3%

36.8%

38.2%

39.9%

14.9%

1.8%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(542件) 

(469件) 

(500件) 

(366件) 

(380件) 

(397件) 

(148件) 

(18件) 

(90件) 

結婚問題で周囲が反対する場合 

就職・職場で不利な扱いをする場合 

差別的な言動をする場合 

差別的な落書きをする場合 

身分調査をする場合 

インターネットを利用して差別的な情報を掲載する場合 

特に問題になるような例はないと思う 

その他 

無回答 

54.8%

34.0%

40.0%

33.0%

5.1%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(545件) 

(338件) 

(398件) 

(328件) 

(51件) 

(146件) 

同和問題を解決するための教育・啓発広報 
活動を推進する 

同和問題にかかる人権相談、電話相談を充実する 

えせ同和行為を排除する 

インターネットを利用した差別を助長するような 
情報の防止対策を充実する 

その他 

無回答 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●同和問題に関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合か 

●同和問題を解決するためにどのようなことが必要か 
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■Ⅲ 人権尊重社会の実現のための取組について 

【設問１８】 人権が尊重された社会をつくるためには、今後どのようなことを行う必要があると思いますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

①「学校教育・社会教育・家庭教育の充実」：74.4％ 

②「職場・事業所での人権尊重の取組の充実」：44.2％ 

③「相談・救済のための機関や施設の充実」：41.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.9%

26.9%

14.1%

8.1%

9.0%

74.4%

41.8%

44.2%

19.5%

13.8%

1.4%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

(307件) 

(267件) 

(140件) 

(81件) 

(89件) 

(740件) 

(415件) 

(439件) 

(194件) 

(137件) 

(14件) 

(73件) 

講演会や研修会の充実 

広報紙やパンフレットの充実 

映画・ビデオ上映の充実 

街頭啓発（啓発物品配布）の充実 

掲示物・立看板の充実 

学校教育・社会教育・家庭教育の充実 

相談・救済のための機関や施設の充実 

職場・事業所での人権尊重の取組の充実 

町民自身による人権尊重の取組やボランティア活動の充実 

ＮＰＯなどの団体による人権尊重の取組の充実 

その他 

無回答 
全体（n＝994） 

●人権が尊重された社会を作るためには、今後どのようなことを行う必要があるか 
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男女共同参画アンケート 調査結果 

 

■Ⅰ 男女平等に関する意識について 

 

 

 

①「ハラスメント（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、 

マタニティ・ハラスメントなど）」：79.5％ 

②「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」：74.3％ 

③「男女雇用機会均等法」：68.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１】 あなたが、次の言葉について、見たり聞いたりしたことがあるものを選んでください。 
（あてはまるものすべてに○） 

31.9%

48.5%

44.6%

41.8%

51.2%

68.5%

74.3%

28.4%

79.5%

6.3%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(317件) 

(482件) 

(443件) 

(415件) 

(509件) 

(681件) 

(739件) 

(282件) 

(790件) 

(63件) 

(61件) 

野木町男女共同参画プラン 

男女共同参画社会 

ジェンダー（社会的性別） 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

育児・介護休業法 

男女雇用機会均等法 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

デートＤＶ（恋人間での暴力） 
ハラスメント（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラス 

メント、マタニティ・ハラスメントなど） 

特にない 

無回答 
全体（n＝994） 

●次の言葉について、見たり聞いたりしたことがあるものを選んでください 
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【設問２】 あなたは、次の項目について、どのように思いますか。 
（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに○） 

 

 

（賛成、どちらかといえば賛成と回答した割合）    

①「女性だけでなく男性も育児休業を取得したほうが良いという考え方」：84.8％ 

（「賛成」：35.0％、「どちらかといえば賛成」：49.8％、）               

②「結婚は個人の自由であり、結婚してもしなくてもどちらでも良い 

という考え方」：70.1％ 

  （「賛成」：31.2％、「どちらかといえば賛成」：38.9％） 

③「結婚しても夫婦二人だけで、必ずしも子どもがいなくても良いという 

考え方」：63.2％ 

  （「賛成」：25.9％、「どちらかといえば賛成」：37.3％） 

（反対、どちらかといえば反対と回答した割合） 

  ①「「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という考え方」：68.9％ 

  （「反対」：32.5％、「どちらかといえば反対」：36.4％ 

②「仕事を「男性向きの仕事、女性向きの仕事」など性別で分ける 

という考え方」：64.4％ 

  （「反対」：23.9％、「どちらかといえば反対」：40.5％） 

③「「男は男らしく、女は女らしく」という考え方」：52.3％ 

（「反対」：32.5％、「どちらかといえば反対」：36.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2%

6.1%

31.2%

25.9%

3.3%

35.0%

23.1%

35.7%

38.9%

37.3%

26.6%

49.8%

36.4%

30.3%

20.3%

25.6%

40.5%

8.2%

32.5%

22.0%

4.2%

5.3%

23.9%

2.1%

5.7%

5.8%

5.3%

5.9%

5.6%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛 成 どちらかといえば

賛成

どちらかといえば

反対

反 対 無回答

１、「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」 

２、「男は男らしく、女は女らしく」という考え方 

３．結婚は個人の自由であり、結婚しても 
しなくてもどちらでも良いという考え方 

４．結婚しても夫婦二人だけで、必ずしも子ども 

がいなくても良いという考え方 

５．仕事を「男性向きの仕事、女性向きの仕事」 
など、性別で分けるという考え方 

６．女性だけでなく男性も育児休業を取得 
したほうが良いという考え方 

という考え方 

全体（n＝994） 

●次の項目について、どのように思いかすか 
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【設問３】 現在、男女の地位は平等になっていると思いますか。次の項目のそれぞれについて、あなたの考え方 
に近いものを選んでください。 
（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに○） 

 

 

●平等であるかどうかの割合 

 ①どちらかといえば男性の方が優遇されている 

 ②平等になっている 

   ③男性の方が優遇されている 

●どちらかといえば男性の方が優遇     ●平等になっているの 

 ①「職場の中で」：44.2％         ①「教育の場で」：57.1％ 

   ②「政治の場で」：42.1％         ②「町内会や自治会などの地域の中で」：42.2％ 

 ③「慣習・しきたりなどで」：40.5％    ③「法律や制度の上で」：35.8％ 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

10.4%

13.3%

3.6%

8.9%

15.2%

27.9%

10.9%

36.1%

44.2%

15.7%

26.9%

40.5%

42.1%

29.0%

33.2%

22.8%

57.1%

42.2%

21.9%

13.9%

35.8%

5.1%

3.9%

2.3%

3.9%

2.5%

1.0%

2.8%

1.9%

1.4%

0.5%

0.8%

0.2%

0.7%

1.1%

7.5%

7.2%

13.1%

10.8%

12.4%

8.1%

14.1%

5.7%

7.1%

7.6%

6.6%

7.2%

6.3%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等になっている
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答

１．家庭生活の中で 

２．職場の中で 

３．教育の場で 

４．町内会や自治会などの地域の中で 

５．慣習・しきたりなどで 

６．政治の場で 

７．法律や制度の上で 

全体（n＝994） 

●男女の地位は平等になっていると思うか、考えに近いものを選んでください 
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■Ⅱ 仕事について 

【設問４】 あなたの現在の就労状況についてお答えください。 
       （○は１つ） 

 

 

①「働いている」：50.9％ 

②「働いていない（就労経験あり）」：40.1％ 

③「無回答」：4.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」：40.4％ 

②「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び 

職業をもつ方がよい」：34.4％ 

③「その他」：10.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問５】 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。 
（○は１つ） 

 

50.9%(506件) 

0.7%(7件) 

40.1%(399件) 

4.0%(40件) 

4.2%(42件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

働いている 

産休、育休、介護休業中  

働いていない（就労経験あり）  

働いたことがない 

無回答 

0.6%(6件) 

1.7%(17件) 

5.9%(59件) 

40.4%(402件) 

34.4%(342件) 

10.6%(105件) 

6.3%(63件) 

0% 20% 40% 60% 80% 

女性は職業をもたない方がよい 

結婚するまでは職業をもつ方がよい 

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 

その他 

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び 

無回答 

職業をもつ方がよい 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●就労状況について 

●一般的に女性が職業をもつことについて、どうお考えですか 
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【設問６】 『就労経験のある方』あなたの職場では、次の項目について、男女平等になっている（なっていた） 
と思いますか。（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに〇） 

 

 

（平等、ほぼ平等と回答した割合）     （あまり平等とはいえない、男女の差が相当あると回答した割合）  

①「福利厚生」：64.1％          ①「人事配置や昇進」：45.0％ 

 （「平等」：24.7％、「ほぼ平等」：39.4％）       （「あまり平等とはいえない」：32.9％、「男女の差がある」：12.1％） 

②「定年・退職・解雇」：57.6％      ②「仕事の内容」：40.4％ 

（「平等」：22.8％、「ほぼ平等」：34.8％）  （「あまり平等とはいえない」：28.9％、「男女の差がある」：11.5％） 

③「教育や研修制度」：55.3％       ③「賃金」：36.6％ 

（「平等」：17.8％、「ほぼ平等」：37.5％）  （「あまり平等とはいえない」：25.1％、「男女の差がある」：11.5％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問７】 『就労経験のある方』あなたは育児休業や介護休業を取得したことがありますか。 
（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに○） 

 

 

●育児休業を取得したことがあるか       ●介護休業を取得したことがあるか 

①「制度がなかった」：40.2％         ①「取得する必要がなかった」：40.6％ 

②「取得する必要がなかった」：30.3％     ②「制度がなかった」：34.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3%

10.2%

17.8%

24.7%

22.8%

15.6%

12.4%

16.3%

33.1%

22.1%

37.5%

39.4%

34.8%

24.2%

27.7%

37.5%

23.6%

32.9%

15.9%

11.3%

14.0%

25.1%

28.9%

19.4%

6.0%

12.1%

4.2%

2.3%

4.8%

11.5%

11.5%

5.9%

7.5%

10.0%

11.0%

9.1%

10.3%

10.2%

6.9%

8.1%

12.5%

12.7%

13.7%

13.3%

13.3%

13.4%

12.5%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平 等 ほぼ平等

あまり平等とはいえない 男女の差が相当ある

わからない 無回答

１．募集や採用の条件 

２．人事配置や昇進 

３．教育や研修制度 

４．福利厚生 

５．定年・退職・解雇 

６．賃金 

７．仕事の内容 

９．職場の雰囲気 

6.9%

1.3%

4.5%

3.0% 4.3%

3.4%

30.3%

40.6%

40.2%

34.8%

13.8%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取得したことがある 取得したかったが取得しなかった

取得したいとは思わず取得していない 取得する必要がなかった

制度がなかった 無回答

育児休業 

介護休業 

全体（n＝912） 

全体（n＝994） 

●次の項目で男女平等になっている（なっていた）と思いますか 

●育児休業や介護休業を取得したことがあるか 
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■Ⅲ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

【設問８】 あなたの家庭では、次のことについて、主に男性、女性のどちらが担当していますか。  
     （それぞれの項目で、あてはまる番号１つに○） 

 

 

 ●主に女性が担当している割合        ●主に男性が担当している割合 

   ①「食事の準備」：75.9％          ①「生活費の確保」：46.1％ 

   ②「洗濯」：69.2％                

   ③「食事の後片づけ」：59.8％ 

 ●共同して分担している割合 

   ①「地域活動の参加」：38.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2%

6.4%

5.0%

28.5%

5.0%

46.1%

11.4%

23.4%

0.0%

8.1%

13.6%

26.4%

32.5%

26.8%

17.9%

31.7%

22.9%

38.3%

36.3%

26.0%

75.9%

59.8%

54.9%

36.9%

69.2%

13.0%

56.3%

24.8%

47.6%

35.8%

2.2%

1.9%

2.2%

1.8%

1.5%

2.7%

2.4%

5.2%

2.4%

4.1%

5.1%

5.5%

5.3%

6.0%

6.3%

6.5%

6.9%

8.1%

13.7%

26.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 共同して

分担

主に女性 その他 無回答

１．食事の準備 

２．食事の後片付け 

３．掃除 

４．ごみ出し 

５．洗濯 

６．生活費の確保 

７．家計の管理 

８．地域活動の参加 

９．子育て（子育て中の方のみ） 

１０．介護（介護が必要な同居の 

ご家族がいる方のみ） 

全体（n＝994） 

●家庭では、主に男性、女性のどちらが担当していますか 
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【設問９】 『既婚に〇をつけた方』あなたは、夫婦の間の役割分担の現状について、どのように思っていますか。     
（○は１つ） 

 

 

 

①「やや満足」：41.8％ 

②「満足」：28.7％ 

③「やや不満」：19.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１０】 あなたのワーク・ライフ・バランスはどの程度実現されていますか。 
（○は１つ） 

 

 

 

①「どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている」：40.5％ 

②「無回答」：22.2％ 

③「十分に仕事と生活の調和がとれている」：16.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.7%（202件) 

41.8%(294件) 

19.3%(136件) 

6.1%(43件) 

4.1%(29件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

満足 

やや満足  

やや不満  

不満 

無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.4%（163件) 

40.5%(403件) 

13.5%(134件) 

7.3%(73件) 

22.2%(221件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

十分に仕事と生活の調和がとれている 

どちらかといえば仕事と生活の調和がとれている 

どちらかといえば仕事と生活の調和がとれていない 

仕事と生活の調和はとれていない 

無回答 

全体（n＝704） 

全体（n＝994） 

●夫婦の間の役割分担の現状について、どのように思うか 

●ワーク・ライフ・バランスはどの程度実現されているか 
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【設問１０―２⑴】 『「どちらかといえば仕事と生活の調和がとれない」「仕事と生活の調和は 
とれていない」の方』現状何が優先されていますか。 
（それぞれあてはまるものすべてに○） 

 

 

①「仕事」：55.6％ 

②「家庭生活」：34.3％ 

③「個人の生活」：16.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１０－２⑵】 『「どちらかといえば仕事と生活の調和がとれない」「仕事と生活の調和はとれていない」の方』 
今後何が充実されればワーク・ライフ・バランスが実現されると思いますか。 
（それぞれあてはまるものすべてに○） 

 

 

①「個人の生活」：49.3％ 

②「家庭生活」：44.0％ 

③「仕事」：12.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.3%

55.6%

16.9%

2.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家庭生活

仕事

個人の生活

地域活動

無回答

(71件) 

(115件) 

(35件) 

(5件) 

(4件) 

44.0%

12.6%

49.3%

9.7%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭生活

仕事

個人の生活

地域活動

無回答

(91件) 

(26件) 

(102件) 

(20件) 

(8件) 

全体（n＝207） 

全体（n＝207） 

●現状何が優先されているか 

●何が充実されればワーク・ライフ・バランスが実現されますか 
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【設問１１】 男女が共に介護や子育てをしながら働き続けるためには、どのようなことが必要だと思いますか。  
（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

①「家庭生活において、男女が協力して家事や育児、介護に取り組む」：79.4％ 

②「職場において、男女ともに育児・介護休暇などをとりやすくする」：58.0％ 

③「性別による固定的な役割分担意識（男は仕事、女は家庭という考え方）をなくす」：54.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.4%

54.4%

51.0%

45.7%

32.5%

36.4%

58.0%

50.1%

44.0%

32.0%

42.7%

33.9%

1.7%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活において、男女が協力して家事や育児、 
介護に取り組む 

性別による固定的な役割分担意識（男は仕事、女は 
家庭という考え方）をなくす 

保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実させる 

ホームヘルパー制度など福祉サービスを充実させる 

職場における男女格差をなくす 

職場でのハラスメント（いやがらせ）をなくす 

職場において、男女ともに育児・介護休暇などを 
とりやすくする 

パートタイマーや派遣の給与や労働条件をよくする 

在宅勤務やフレックスタイム（時間差出勤）をとりいれる 

労働時間を短くする 

再就職などの支援を充実させる 

仕事優先という意識を改める 

その他 

無回答 

(789件) 

(541件) 

(507件) 

(454件) 

(323件) 

(362件) 

(577件) 

(498件) 

(437件) 

(318件) 

(424件) 

(337件) 

(17件) 

（70件) 全体（n＝994） 

●男女が共に介護や子育てをしながら働き続けるためには、何が必要か 
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■Ⅳ 女性の活躍推進について 

【設問１２】 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えるとどのような影響が 
あると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

①「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」：69.5％ 

②「女性の声が反映されやすくなる」：62.3％ 

③「多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが 

創造される」：58.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.0%

44.5%

62.3%

24.7%

69.5%

48.7%

29.7%

46.7%

8.2%

6.1%

17.4%

6.3%

1.3%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・ 

サービスが創造される 

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を 

与えることができる 

女性の声が反映されやすくなる 

国際社会から好印象を得ることができる 

男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる 

男女問わず仕事と家庭の両方を優先しやすい社会になる 

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む 

男性の家事・育児・介護などへの参加が増える 

今より仕事以外のことが優先され、業務に支障を 
来すことが多くなる 

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる 

保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、 

家計負担及び公的負担が増大する 

特に影響はない 

その他 

無回答 

（577件) 

（442件) 

（619件) 

（246件) 

（691件) 

（484件) 

（295件) 

（464件) 

（82件) 

（61件) 

（63件) 

（13件) 

（70件) 

（173件) 

全体（n＝994） 

●政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが 

増えるとどんな影響があるか。 
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【設問１３】 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに障害となるものは何だと 
思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

①「家事・育児・介護などにおける夫などの家族の協力が十分ではないこと」：52.7％ 

②「保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」：40.2％ 

③「長時間労働の改善が十分ではないこと」：35.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１４】 あなたは、女性の活躍推進の取組に関する情報のうち、どの情報が特に必要になると感じますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 
 

①「保育所や幼稚園に関する情報（場所、保育料など）」：52.0％ 

②「仕事と育児・介護との両立支援制度に関する情報（内容、利用方法など）」：51.9％ 

③「介護・家事の支援サービスに関する情報（内容、利用方法など）」：49.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●政治・経済・地域などの各分野で、女性のリーダーが増えるときに  

障害となるものは何か 

28.3%

26.1%

35.4%

35.6%

26.0%

52.7%

40.2%

10.4%

1.6%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が 
少ないこと 

女性自身がリーダーになることを希望しないこと 

上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを 
希望しないこと 

長時間労働の改善が十分ではないこと 
企業などにおいては、リーダー（管理職など）になると 

広域異動が増えること 
家事・育児・介護などにおける夫などの家族の協力 

が十分ではないこと 

保育・介護の支援などの公的サービスが十分では 
ないこと 

特に障害となるものはない 

その他 

無回答 

52.0%

38.9%

49.0%

30.9%

13.4%

51.9%

29.1%

22.5%

33.6%

6.6%

0.8%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保育所や幼稚園に関する情報（場所、保育料など） 

放課後児童クラブにかんする情報（場所、利用料など） 

介護・家事の支援サービスに関する情報（内容、 

利用方法など） 
就職・再就職のための職業訓練に関する情報（利用 

方法、相談先など） 

起業・ＮＰＯの活動のための情報（支援内容、相談先など） 

仕事と育児・介護との両立支援制度に関する情報 
（内容、利用方法など） 

出産・育児などを経ながら就業を継続している女性の 

無回答 

その他 

特に必要な情報発信ない 

ワーク・ライフ・バランスの推進や、働き方の見直しの 

積極的に家事・育児に参画する男性のモデル事例 
に関する情報 

モデル事例に関する情報 

（281件) 

（259件) 

（352件) 

（354件) 

（258件) 

（524件) 

（400件) 

（103件) 

（16件) 

（86件) 

（517件) 

（387件) 

（487件) 

（307件) 

（133件) 

（516件) 

（289件) 

（224件) 

（334件) 

（66件) 

（8件) 

（107件) 

実践例に関する情報 

全体（n＝994） 

全体（n＝994） 

●女性の活躍推進の取組に関する情報のうち、どの情報が特に必要か 
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■Ⅴ 配偶者や恋人からの暴力について 

【設問１５】 あなたは、配偶者や恋人からの暴力を受けた経験がありますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「特にない」：78.1％ 

②「精神的暴力（ののしる、おどすなどの言葉の暴力、無視するなど）」：10.1％ 

③「無回答」：9.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１６】 『「身体的暴力（なぐる、けるなど）」～「その他」に〇をつけた方』あなたは、そのことをだれかに 
打ち明けたり、相談したりしましたか。また、その結果はどうでしたか。（○は１つ） 

 

 

①「相談しなかったが、解決した」：31.1％ 

②「相談して、解決した」：27.0％ 

③「相談したが、解決していない」：22.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.7%

10.1%

1.6%

1.6%

1.4%

0.3%

78.1%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体的暴力（なぐる、けるなど） 

精神的暴力（ののしる、おどすなどの言葉の 
暴力、無視するなど） 

性的暴力（性行為の強要など） 
経済的暴力（生活費を渡さない、仕事に就くことを 

禁じる、仕事を妨害するなど） 
社会的暴力（実家や友人との付き合いや本人の 

行動を監視、制限するなど） 

その他 

特にない 

無回答 

27.0%（33件) 

22.1%(27件) 

14.8%(18件) 

31.1%(38件) 

4.9%(6件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

相談して、解決した 

相談したが、解決していない 

相談しておらず、解決していない 

相談しなかったが、解決した 

無回答 

（47件) 

（100件) 

（16件) 

（16件) 

（14件) 

（3件) 

（776件) 

（96件) 
全体（n＝994） 

全体（n＝122） 

●配偶者や恋人からの暴力を受けた経験があるか 

●だれかに打ち明けたり、相談しましたか。その結果はどうでしたか 
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【設問１６－２】 『「相談して、解決した」「相談したが、解決していない」に〇をつけた方』 
あなたは、だれ（どこ）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「家族や親せき」：66.7％ 

②「友人・知人）」：61.7％ 

③「医療関係者」「専門機関（弁護士など）」：6.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１６－３】 『「相談しておらず、解決していない」「相談しなかったが、解決した」に〇をつけた方』  
相談しなかった（していない）理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

①「相談しても無駄だと思った」：44.6％ 

②「相談するほどのことではないと思った」：39.3％ 

③「自分さえ我慢すればいいと思った」：33.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.7%

66.7%

5.0%

5.0%

0.0%

6.7%

0.0%

6.7%

3.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

友人・知人

家族や親せき

警察

市町村の相談窓口

県の相談窓口

医療関係者

学校関係者

専門機関（弁護士など）

その他

無回答

●だれ（どこ）に相談しましたか 

（37件) 

（40件) 

（3件) 

（3件) 

（0件) 

（4件) 

（0件) 

（4件) 

（2件) 

（0件) 

23.2%

10.7%

44.6%

5.4%

16.1%

33.9%

32.1%

10.7%

16.1%

12.5%

39.3%

7.1%

0.0%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

●相談しなかった（していない）理由は 

（13件) 

（6件) 

（25件) 

（3件) 

（9件) 

（19件) 

（18件) 

（6件) 

（9件) 
（7件) 

（22件) 

（4件) 

（0件) 

（1件) 

身近に相談できる人がいなかった 

相談窓口がわからなかった 

相談しても無駄がと思った 

相談したことが分かると仕返しされると思った 

相談することで自分が不快な思いをすると思った 

自分さえ我慢すればいいと思った 

自分にも悪いところがあると思った 

恥ずかしかった 

世間体が悪いと思った 

相談して他人を巻き込むのが嫌だった 

相談するほどのことではないと思った 

特に理由はない 

その他 

無回答 

全体（n＝60） 

全体（n＝56） 
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■Ⅵ 男女共同参画社会の実現にむけて 

【設問１７】 あなたは、男女共同参画社会を実現するために、町は今後どのようなことに力を入れていくべきだと 
思いますか。（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに○） 

 

 

  

「とても重要」「重要」と回答した割合         

①「子育て支援や介護支援などの公的サービスを充実させる」：80.7％ 

（「とても重要」：30.5％、「重要」：50.2％） 

②「ＤＶや虐待などの問題について、相談しやすい体制づくりを進める」：74.7％ 

（「とても重要」：21.0％、「重要」：53.7％） 

③「企業などに対し、性別に関わらず働きやすい職場環境づくりの 

促進について働きかける」：73.5％ 

   （「とても重要」：21.4％、「重要」：52.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●男女共同参画社会を実現するために、町は今後どのようなことに力を 

入れていくべきか 

 

10.4%

11.0%

6.0%

20.8%

11.8%

11.9%

21.4%

30.5%

21.0%

16.3%

20.8%

12.1%

49.7%

51.6%

44.0%

52.4%

50.9%

48.5%

52.1%

50.2%

53.7%

52.1%

51.2%

44.6%

21.8%

20.9%

31.3%

11.4%

20.6%

22.2%

10.9%

5.2%

8.8%

15.5%

13.2%

26.1%

2.7%

0.9%

1.8%

0.6%

0.9%

1.2%

0.9%

0.3%

0.5%

0.8%

0.6%

1.7%

15.4%

15.6%

16.9%

14.8%

15.8%

16.2%

14.7%

13.8%

16.0%

15.3%

14.2%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 あまり重要でない まったく重要でない 無回答

１．広報誌やパンフレットなどで、男女共同参画社会に 
ついて啓発する 

２．女性を対象とした人材育成のための取組を進める 

３．自主的に活動するボランティアやＮＰＯなどの団体を 

４．学校教育や生涯学習・社会教育の場で男女の平等と 

支援する 

相互の理解や協力についての学習を充実する 

５．男女の生き方に関する情報提供、相談、教育などの 
場を充実する 

６．町が開催する会議など女性を政策方針決定の場に 
積極的に登用する 

７．企業などに対し、性別に関わらず働きやすい職場環境 

づくりの促進について働きかける 

８．子育て支援や介護支援などの公的サービスを充実させる 

９．ＤＶや虐待などの問題について、相談しやすい 

体制づくりを進める 

１０．学校教育などの現場において、ＤＶ防止やデートＤＶ 
防止についての情報に触れる機会を増やす 

１１．家庭生活（家事・育児・介護など）への、男性の積極的な 
参加を促進する 

１２．男性の意識改革と理解を促進するためのセミナーや 
講演会等を積極的に実施する 

全体（n＝994） 
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中学２年生（人権・男女共同参画アンケート）調査概要 
（１）調査の目的 

本アンケート調査は、第 3 次野木町人権施策推進基本計画及び第 3次野木町男女共同参画プラ
ンを策定するにあたり、計画策定のための、貴重なご意見として参考とすることを目的に実施いた
しました。 

 
（２）調査の方法 

調査方法は、以下のとおりとした。 
●アンケート調査の方法 

調査時期 
令和元年 12 月  
（アンケート回収の最終〆切 令和２年１月 20 日） 

調査方法 学校配布  

調査地区 野木町全域 

調査対象者 町内在住の中学２年生 

                                              

（３）調査の内容 

  ①人権に関すること 

  ②男女共同参画に関すること 

 

（４）回収結果 

回収結果は、以下のとおりである。 

●アンケート調査の回収結果   

配布数 １９３件 回収数 １７１件 回収率 88.6% 

※ 最終集計は令和 2年 1月 20日現在 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※比率は全て百分率（％）で表し、小数点以下第二位を四捨五入し算出しているため合計が 100％にな

らない場合があります。 

※複数回答については、回答者数を基数として百分率（％）で示しています。したがって、合計値は 100％

にならない場合もあります。 

●地区別回答割合 

5.7% (57件) 

10.1%(100件) 

24.6%4.7%

1.2%

9.4%

2.3%

6.4%

1.2%

18.7%

15.2%

9.4%

2.3%

0.6%

1.2%

2.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

友沼

松原

新橋

野木

野渡

南赤塚

中谷

丸林東

丸林西

潤島

若林

佐川野

川田

無回答

（42件) （8件) 

（2件) 

（16件) 

（4件) 

（11件) 

（2件) 

（32件) 

（26件) 

（16件) 

（4件) 
（1件) 

（2件) 
（5件) 

全体（n＝171） 
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中学２年生（人権・男女共同参画アンケート）調査結果 

■① 人権に関すること 

【設問１】 今までに次のような経験をしたことがありますか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

①「上記のような経験はない」：56.1％ 

②「仲間はずれや無視、暴力や嫌がらせを受けた」：25.7％ 

③「みんなの前で笑いものにされたり、恥ずかしい思いをさせられたりした」：9.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問１－２】 『設問１で１～５に回答した方』そのような経験をした時に誰に相談しましたか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

①「親」：45.9％ 

②「先生」「友達」：44.3％ 

 

45.9%

3.3%

6.6%

3.3%

44.3%

44.3%

3.3%

1.6%

19.7%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

親

祖父母

兄弟

親戚

先生

友達

近所の人

公的な機関（こどもの人権１１０番など）

誰にも相談していない

その他

無回答

25.7%

4.7%

9.9%

9.4%

1.2%

56.1%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

●次のような経験をしたことがあるか 

仲間はずれや無視、暴力や嫌がらせなどを受けた 

インターネットやＳＮＳなどで、嫌な書き込みや無視を 
され仲間はずれにされた 

みんなの前で笑いものにされたり、恥ずかしい思いを 
させられたりした 

いじめをしている人や、いじめられている人を 
見て見ぬふりをした 

その他 

上記のような経験はない 

無回答 

（44件) 

（8件) 

（17件) 

（16件) 

（2件) 

（96件) 

（14件) 

●そのような経験をした時に誰に相談したか 

（28件) 

（2件) 

（4件) 

（2件) 

（27件) 

（27件) 
（2件) 

（1件) 

（12件) 

（0件) 

（0件) 

全体（n＝171） 

全体（n＝61） 
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【設問２】 ＬＧＢＴ（性的指向・性同一性障がい）を知っていますか。 
（〇は１つ） 

 

 

①「言葉、内容ともに知り、理解している」：36.3％ 

     ②「知らない」：35.7％ 

     ③「言葉は知っているが、内容は理解していない」：25.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問３】 インターネットに関することがらで、人権が守られていないのはどのような場合だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

①「他人を傷つける表現を掲載する」：78.9％ 

②「差別を助長する表現を掲載する」：63.7％ 

    ③「インターネットやＳＮＳなどで嫌な書き込みや無視をする」：60.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.3%(62件) 

25.1%(43件) 

35.7%(61件) 

2.9%(5件) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

言葉、内容ともに知り、理解している  

言葉は知っているが、 内容は理解 

知らない  

無回答 

していない 

78.9%

63.7%

53.8%

42.7%

60.8%

4.7%

1.8%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他人を傷つける表現を掲載する  

差別を助長する表現を掲載する  

出会い系サイトなど、犯罪を誘発する場となっている  

捜査の対象となっている未成年の実名や顔写真を 
掲載する  

インターネットやＳＮＳなどで嫌な書き込みや無視をする 

特に問題ないような例はないと思う  

その他 

無回答 

（135件) 

（109件) 

（92件) 

（73件) 

（104件) 

（8件) 

（3件) 

（6件) 

全体（n＝171） 

全体（n＝171） 

●ＬＧＢＴを知っていますか 

●インターネットに関することがらで、人権が守られていないのはどのような 

場合だと思うか 
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■② 男女共同参画に関すること 

【設問４】 あなたが、次の言葉について、見たり聞いたりしたことがあるものを選んでください。 
（あてはまるものすべてに〇） 

 

 

 

 

①「ハラスメント（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、   

  マタニティ・ハラスメントなど）」：67.8％ 

②「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」：56.1％ 

    ③「家事メン・イクメン」：55.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1%

11.1%

18.1%

14.0%

15.2%

6.4%

56.1%

21.6%

67.8%

55.6%

18.1%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80%

野木町男女共同参画プラン  

男女共同参画社会  

ジェンダー（社会的性別）  

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

育児・介護休業法 

男女雇用機会均等法  

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）  

デートＤＶ（恋人間での暴力）  

ハラスメント（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメン

ト 
マタニティ・ハラスメントなど） 

家事メン・イクメン 

特にない  

無回答  

（19件) 

（19件) 

（11件) 

（31件) 

（24件) 

（26件) 

（96件) 

（37件) 

（116件) 

（95件) 

（31件) 

（7件) 全体（n＝171） 

●次の言葉について、見たり聞いたりしたことがある言葉はどれか 
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【設問５】 あなたは、次の項目について、どのように思いますか。 
（それぞれの項目で、あてはまる番号１つに〇） 

 

 

 

（「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答した割合）         

①「女性だけでなく男性も育児休業を取得したほうが良いという考え方」：84.2％ 

（「賛成」：46.2％、「どちらかといえば賛成」：38.0％） 

②「結婚は個人の自由であり、結婚してもしなくてもどちらでも良いという考え方」：83.6％ 

（「賛成」：50.9％、「どちらかといえば賛成」：32.7％） 

③「結婚しても夫婦二人だけで、必ずしも子どもがいなくても良いという考え方」：69.6％ 

（「賛成」：40.4％、「どちらかといえば賛成」：29.2％） 

   （「反対」「どちらかといえば反対」と回答した割合） 

   ①「仕事を「男性向きの仕事、女性向きの仕事」など、性別で分けるという考え方」：71.9％ 

   （「反対」：38.6％、「どちらかといえば反対」：33.3％） 

   ②「「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という考え方」：62.6％ 

   （「反対」：38.0％、「どちらかといえば反対」：24.6％） 

③「「男は男らしく、女は女らしく」という考え方」：54.9％ 

（「反対」：29.8％、「どちらかといえば反対」：25.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1%

19.9%

50.9%

40.4%

6.4%

46.2%

21.6%

21.1%

32.7%

29.2%

15.8%

38.0%

24.6%

25.1%

7.6%

16.4%

33.3%

6.4%

38.0%

29.8%

3.5%

8.8%

38.6%

3.5%

4.7%

4.1%

5.3%

5.3%

5.8%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛 成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反 対 無回答

●次の項目について、どのように思うか 

「男は外で働き、女は家庭を守るべきである」という考え方 

「男は男らしく、女は女らしく」という考え方 

結婚は個人の自由であり、結婚してもしなくてもどちらでも 
良いという考え方  

結婚しても夫婦二人だけで、 必ずしも子どもがいなくても 
良いという考え方  

仕事を「男性向きの仕事、女性向きの仕事」など、性別で  
分けるという考え方 

女性だけでなく男性も育児休業を取得したほうが 
良いという考え方  

全体（n＝171） 
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【設問６】一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。 
（〇は１つ） 

 

 

①「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」：42.7％ 

②「子どもができても、ずっと続ける方がよい」：22.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  自由意見 ※意見を一部抜粋 

・学生時代、色々な同和教育の話を聞かされた。その時は知らなくても良いと感じていたが、社会に出て具体

的な事例に出くわす事があり、教育を受けていたので見本的な行動をとることができた。教育は必要だった

と思います。      （男性：50歳代） 

 

・個性（性別や体の特徴、ＬＧＢＴ）など、正しい知識を得てもらうことが大切であり、学校教育で誤解をし

ないよう分かりやすい講義等が今後、増えると社会全体で理解が深まると思います。また、どんな人でも利

用しやすい、トイレなど、工夫できる部分をなるべく早めに改善できればと思います（女性：16～29 歳） 

 

・幸い私の周りでは、男女共同参画社会の実現ができているのではないかと感じます。とても良い事だと思い

ます。今後は「男女」ではなく「個人」の自己実現がしやすくなる社会になっていければと思います。    

（男性：30歳代） 

 

・戦前からの常識や親世代からの教育により植え付けられた価値観を変える事は容易な事ではありませんが、

長期的に継続することで少しずつ浸透すると思います。幼少期等少しでも若いうちからの啓もうが重要だと

思います（女性：５０歳代） 

※この他、多数自由意見を頂きました。 

 

・以上のご意見を参考として、今後の人権施策及び男女共同参画 
プランに反映させてまいります。 

 

○ご協力ありがとうございました。 

0.0%(0件) 

5.8%(10件) 

11.1%(19件) 

22.8%(39件) 

42.7%(73件) 

12.3%(21件) 

5.3%(9件) 

0% 20% 40% 60% 80% 

女性は職業をもたない方がよい 

結婚するまでは職業をもつ方がよい 

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい 

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 

その他 

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び 

無回答 全体（n＝171） 

●一般的に女性が職業をもつことについて、どう考えるか 


